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香港 

次の市場を作る 

〜シニア層向け食品〜 

2024 年 9 月 
 

  香港ではシニア層*1 向けの食品市場が動き始めている。従来病院や施設で流通して

いた嚥下食が大手ファストフード店で提供され、「ケアフード」と呼ばれる介護食品が

一部のスーパーマーケットで販売されるようになった。では、香港のシニア層向け食

品のニーズが現在どのような状況にあり、どこにビジネスチャンスがあるのだろう

か？ 

*1: 本レポートでは、高齢者に対する敬意をこめてシニア層と呼び、香港における長者

カード発行要件である 65 歳以上をシニア層と定義する。 
 

◆ シニア層向け市場の背景 ◆  

香港統計局が 2024 年１月に発表した「香港統計月刊」によると、香港人の平均寿命

は男性が 80.7 歳、女性が 86.8 歳、先進国・地域の中で男女とも「長寿大国・日本」

と世界一を争っている。平均寿命の伸長とともに高齢化も進んでおり、総人口に占め

るシニア層（65 歳以上）の比率は 2011 年の 13.4%（94 万人）から 2023 年には

22.4%（168 万人）と過去最高水準を記録している。（出所：香港統計局） 
 

ただし、香港では健康保険制度も年金制度も導入されていない。低賃金労働や子供

からの仕送りのみで生計を立てているシニア層も少なくないのが現状である。強制積

立年金制度（ＭＰＦ）が 2000 年に導入されたが、この制度はフルタイムの被雇用者お

よび自営業者が対象であり、失業者や制度発足以前に退職したシニア層は加入できて

いない。 

また現在、香港における 65 歳以上のシニア層約 168 万人（出所：香港統計局）の

うち、なんらかの福祉関連手当を受給しているのは半分程度に過ぎない。2023 年９月

に発表された「2023 年香港貧困状況報告書」では、香港における貧富の差が 2019 年

の 34.3 倍から 2022 年第一四半期には 47.3 倍に拡大していること、シニア層の貧困人

口が 51.4 万人以上おり、貧困人口全体の約 4 割、39.8％を占めていることを挙げてい

る。（出所：OXFAM Hong Kong 香港貧窮狀況報告 2023） 

その一方で、活動的に人生を楽しむシニア層も香港には存在する。一人暮らしをし

ている場合でも、彼らは積極的に外出し、グループで活動を行う。食事を楽しむ人も
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いれば、仲間と深圳やマカオにグルメや買い物に行く人、そして山登りを楽しむ人も

いる。香港内に 110 箇所以上ある公共体育館1では、若い世代に交じってバトミントン

や水泳等のスポーツで汗を流すシニア層を目にする。70 代や 80 代の香港の芸能人が

行うコンサートを見に行く同世代のシニア層もたくさん目にする。 

80 代の女性たちが飲茶の席で娘や孫たちと同じ料理を食べる光景を見かけることが

ある。違う世代の人たちと触れる機会があり、周囲の人々から刺激を受けることが健

康の秘訣であろうか。また、香港では若い層からシニア層まで医食同源を心がけ、そ

の日の体調や天候に合わせたスープを飲む習慣がある。医療費が米国並みに高いこと

もあり、「未病」の考え方が浸透している。90 代の紳士がセントラルの街まで自宅か

ら車で安全運転し、牛肉サーロインステーキがメインである西洋料理のフルコースを

楽しんでいる様子も見かける。 

前述のように定年退職後の生活保障が弱い香港では、シニア世代でも働く人々は存

在している。記憶力が問われる飲食店のホールスタッフとしても、スキルが問われる

タクシー運転手としてもシニア層が活躍している。また、昨今では、労働人口減少の

影響もあり、定年退職後の再雇用を受けて元の職場に戻るケースが珍しくない。これ

は一般企業にも公務員にも言えることである。定年退職したとはいえ、知識と経験が

豊富であり、働くだけのスタミナも時間もある。定年退職前と違うのは、給与やタイ

トルはもちろんであるが、週休 2 日ではなく自分のペースに合わせて休暇が取れ、自

分の余暇を楽しむことができる点である。専門性が求められる分野でも再雇用はあた

りまえに行われるようになった。 

貧困に苦しむシニア層、余暇を楽しむ元気なシニア層、そして定年退職後も働くシ

ニア層、いずれの人々も存在するのが香港である。 

さて、香港の外食産業では、主要人口になりつつあるシニア層に対するマーケティ

ングを怠っていないように映る。たとえば、香港内のホテルの中には、シニア層であ

る 65 歳以上の人々に対してランチブッフェやディナーブッフェを割引料金で提供して

いる店舗がある。「香港版ぐるなび」に相当する「Openrice2」によれば、期間限定で

はあるが香港イートンホテル3やノボテルセンチュリーホテル4等、香港内のホテルでシ

ニア層向けに特別価格でブッフェを提供している。ただし、ブッフェで提供されるこ

 
1URL : https://www.lcsd.gov.hk/clpss/tc/webApp/Facility/District.do?ftid=0# 

2URL : https://www.openrice.com/zh/hongkong 

3URL : https://www.eatonworkshop.com/zh-hant/hong-kong/ 

4URL : https://www.novotelhongkongcentury.com/zh-hant/ 
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れらの料理の中には、シニア層向けに作られたものは見当たらない。 

香港には「オクトパスカード5」という電子マネーがある。60 歳から 64 歳までの市

民は「楽悠オクトパスカード」、65 歳以上は「長者オクトパスカード」を保有するこ

とができる。これら「楽悠オクトパスカード」や「長者オクトパスカード」を保有す

るシニア層はマクドナルドや大家楽（カフェ・ド・コーラル）等ファストフード店で

以下のサービスを受けることができる。ただし、上記のホテルブッフェ同様、メニュ

ーの中にシニア層に向けた料理はない。 
 

＜香港内ファストフード店におけるシニア層向けプロモーションの例＞ 

※2024 年 9 月調査時点のもので変更が生じている可能性あり。 
 

・大家樂（カフェ・ド・コーラル）6：朝食用お粥が 3 香港ドル割引 

*香港式ファストフードレストラン 

・大快活（フェアーウッド）7：食事代 3 香港ドル割引 

*香港式ファストフードレストラン 

・譚仔三哥米線8：ホットドリンクが無料 

*米線（ミーシェン）を使った香港発スープヌードル店 

・マクドナルド9：咖啡/ハッシュブラウン/ジュース/フライドポテトのいずれか無料 

*米国発ファストフードチェーン 

・KFC10：ミルクティー/マッシュポテトのいずれかが無料 

*米国発ファストフードチェーン 

・吉野家11：30 香港ドル消費する毎に 3 香港ドル割引 

*日本発牛丼専門店。一人鍋も人気がある。 

・一粥麵12：ホットドリンクが一杯無料 

*香港式麺とお粥専門のファストフード店 

 
5URL : https://www.octopus.com.hk/tc/consumer/index.html 

6URL : https://www.cafedecoralfastfood.com 

7URL : https://www.fairwood.com.hk 

8URL : https://www.tjsamgor.com/hk/ 

9URL : https://mcdonalds.com.hk 

10URL : https://www.kfchk.com/index.html 

11URL : https://www.yoshinoya.com.hk 

12URL : https://supersuper.com.hk/tc/ 
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・ピザハット（PIZZA HUT）13：アフタヌーンティーが 5 香港ドル割引 

*米国発ピザ・パスタのファストフードチェーン 

・南記粉麵14：豆乳（小）或いはレタスのいずれかが無料 

*米線（ミーシェン）を使った香港発スープヌードルチェーン 

・Jollibee 快樂蜂15：17 香港ドルで 3 つのパンケーキをプレゼント 

*フィリピン発フライドチキン専門のファストフードチェーン 

・薄餅博士 PHD16：アフタヌーンティーが 3 香港ドル割引 

*香港のピザ・パスタのフードチェーン 

・金記冰室17：長者カード所有者には紅茶を一杯プレゼント 

*香港式カフェチェーン、香港式カフェをテーマとした様々な業態がある 

・Pacific Coffee18：長者カード所有者は１割引 

*アメリカンスタイルの香港最大のカフェチェーン。 

・海天堂19：100 香港ドル消費する毎に 25 香港ドル割引 

*香港の漢方ドリンク・食品のチェーン。亀ゼリーが有名。 

・聖安娜餅屋（セントアンナ）20：パンとケーキが 5%引 

*香港のベーカリーチェーン。 

・榮華餅家21：長者カード所有者は１割引 

*1950 年設立の香港式菓子チェーン。月餅、中華ソーセージが有名。 

・恆香老餅家22：長者カード所有者は１割引 

*1920 年設立の香港式菓子チェーン。婚礼菓子と老婆餅が有名。 

・モスバーガー23：カード提示と 9 月 16-30 日期間限定でドリンクプレゼント。 

 *日本発ハンバーガーチェーン 

 
13URL : https://www.pizzahut.com.hk/crm/brand/599961624702976/home 

14URL : https://www.namkee.hk 

15URL : https://jollibee.com.hk/home/zh-hk/首頁/ 

16URL : https://www.phd.hk/tc/order#/home 

17URL : https://www.kamkee.com.hk 

18URL : https://www.pacificcoffee.com 

19URL : http://www.hoitintong.com.hk 

20URL : https://www.sthonore.com/hk/ 

21URL : https://www.wingwah.com 

22URL : https://www.hangheung.com.hk 

23URL : http://mosburger-hk.com 
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◆ 外食産業では ◆  

香港の外食産業では、特別なリクエストがない限り、シニア層向け料理が提供され

ることはこれまでほとんどなかった。高級飲食店の中でも筆者がインタビューした広

東料理店やフュージョン、西洋料理の中でシニア向けに工夫された料理が提供される

飲食店は見当たらない。  

1400 店舗以上ある日本料理店の中でもシニア層向け料理はない。後述するように嚥

下食を作るために手間暇がかかりコスト高であることもその要因であろう。香港にあ

りながら日本料理の分野でミシュラン 1 つ星を維持し、若い層からシニア層まで幅広

いファンがいる「割烹・凛24」の料理長も「お客様の特別なリクエストを承ることはあ

るものの、嚥下食はリクエストされたことがない。」と述べている。後述する The 

elderly community centre25のシニアオフィサーにインタビューした際にも、「香港では

高級飲食店であってもシニア層向けメニューや嚥下食を提供する飲食店はない。」との

ことである。 

しかしながら香港には今後ニーズが高まるであろう嚥下食にチャレンジした企業が

ある。ファストフードの「大快活(Fairwood)」では自社店舗のうちの 9 店舗で、国際嚥

下食標準化構想(IDDSI) 26等級 4 にあてはまる嚥下食のセットメニューを 2024 年 10 月

より販売開始する。当面の間はテイクアウト用のみで一日限定 80 食の販売であり、時

期を見て店内での販売も開始するそうだ。 

なお、国際嚥下食標準化構想とは、嚥下障害を持つすべての年齢層やあらゆる介護

環境で使用される嚥下調整食やとろみ付き液体を記述するための国際専門用語と定義

を広めるために 2013 年に非営利団体の IDDSI 委員会によって考案されたものである。

その後、2017 年に IDDSI フレームワークが発表され、嚥下食は以下のように全部で７

つの等級に分けられている。 
 

 
24URL : https://www.mandarinoriental.com/ja/hong-kong/the-landmark/dine/kappo-rin 

25URL : https://rs.sjs.org.hk 

26URL : https://iddsi.org 
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 ＜出所：IDDSI ジャパン＞ 

大快活の行政総裁である羅輝承（フランシス・ロー）氏によると「当社の嚥下食提

供に関しては 2 年間の準備期間があった。当店に来店して食事をされたことのあるお

客様で嚥下障害のある方に、以前当店で味わってきた食事の美味しさを思い出しても

らいたいという思いがある。そして、彼らの周囲にいる介護者の食事準備の負担を軽

減していきたい。」というのが今回嚥下食を導入した狙いだそうだ。 

    
＜写真：大快活の嚥下食メニュー＞ 

また、同社の首席市務及産品主管である李碧琦氏によると「現在は外食での嚥下食

の選択肢があまりにも少ない。現状は原価の高い嚥下食であるが、当社のブランドを

用いて香港スタイルの嚥下食を提供する。美味しいことが最も重要で、オリジナルの

商品と同じ色、同じ模様が出せるよう工夫している。」とのことである。 

さて、大快活ではこれらのセットメニューは以下のように質の良さをアピールして

いる。 

・化学調味料が使用されていない 

・HACCP の安全基準に則して製造されている 

・じゃがいもやブロッコリー等食材は 100%オリジナルを使用している 

・通常メニューと同じく野菜 2 品、おかず 1 品＋ご飯という黄金律で構成される 

 

上記に加えて特筆すべきは、嚥下食の質感を重視して（米国産でもなくドイツ産で

もない）日本産でんぷん分解酵素を使用していることにある。この日本産でんぷん分

解酵素を加えた嚥下食のカレーの味と同社のオリジナルカレーの味が変わらないこと

が高く評価されている点は注目に値する。 
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発売されるメニューは「阿活（＝フェアウッドブランド）のチキンカレーライス」、

「トマト味の豚肉あんかけライス」、「阿活のクリームコーンミンチあんかけライス」、

「パイナップル入り酢豚ライス」の 4 点で、いずれも定価は 58 香港ドルで販売する。

これらは嚥下食ではない一般のメニューと比較すると 6-9 香港ドルほど割高である。 

前述の羅輝承氏によると「香港の人口は高齢化が進んでおり、シニア層顧客の 40%

が嚥下障害を抱えていると予想されている。一般的に嚥下食は通常のメニューと比較

すると２、３倍の原価がかかる。嚥下食は価格競争力が最大のポイントとなる。その

ため現状はタイミングを見ているところである。当社の役割は、現状は大規模なビジ

ネスを行うことに偏らず、嚥下食を促進することにある。」と語っている。 

1972 年に創業し、香港及び広東省に 155 店舗展開している（出所：大快活 HP）大

快活が嚥下食を取り入れる動きは今後香港の飲食業界において大きなインパクトがあ

ると思料する。ただし、嚥下食を製造するのもコスト高であるが、嚥下食の賞味期限

を伸ばすために各店舗に冷凍設備を設置するコストも向かい風になるはずである。今

後の香港の外食業界で期待される嚥下食だが、前途は決して容易であるとは言えな

い。 

◆ 香港の小売店では ◆  

香港では介護食品のことを「ケアフード（照護食）」と呼んでいる。 

スーパーマーケットでケアフードの売り場を設けている店舗を見かけることはほと

んどない。現状、コンビニエンスストアでは紙パンツは販売されているもののケアフ

ードは販売されておらず、ミニスーパーでも販売されていない。 

多くのスーパーマーケットでケアフードが流通していない中、City Super27では、数

年前からケアフードの売り場を拡充している。他国産ケアフードはほとんど販売され

ておらず、主に日本製のレトルトパック入りのケアフードが展開されている。 

     

  
＜写真：City Super でのケアフード売り場の様子＞（筆者撮影） 

 
27URL : https://online.citysuper.com.hk 
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他方、香港のドラッグストアでは紙パンツなどの介護用品と共にケアフードが販売

され始めている。たとえば、ドラッグストア・チェーン大手の Watson’s28では、スギ

薬局の S-Select ブランドの介護用品が販売されている。食品分野では、ネッスルの食

物凝固剤「Thicken up（①香港製 227g /缶 70 香港ドル 或いは②ドイツ製 125g /缶 

86 香港ドル）」や「FRESENIUS KABI（126g /缶 ドイツ製造 90 香港ドル）」が販売さ

れているが、日本産ケアフードは現状販売されていない。また、ドラッグストア・チ

ェーンの Mannings29やマツモトキヨシ30では、ケアフードはまだ販売されていない。 

その一方で、①病院の売店や②介護用品専門店の「文化村31」、③「幸福元気32」等の

ケアフード専門店や④EC サイトでケアフードがバラエティ豊かに販売されている。中

でも、真善美医護（Just Med Ltd）33や文化村、プロジェクトフューチャーズ34は日本産

ケアフードを多く取り揃えている。 

たとえば、文化村では以下の日本産ケアフードが販売されている。店舗では家庭で

嚥下食が食べられるよう取り扱い方法を丁寧にスタッフが説明し、店頭に嚥下食の作

り方説明の動画サイトが設けられている。 

記 

フードケア ネオハイトロミール  100g/缶 72 香港ドル 

同上               500g/缶 280 香港ドル 

フードケア スベラカーゼ  150g/缶 208 香港ドル 

同上               1kg/缶  800 香港ドル 

キューピー おじやすき焼き  160g/袋  26 香港ドル 

キューピー やさしい献立鶏肉と野菜  75g/袋  24 香港ドル 

 
28URL : https://www.watsons.com.hk/zh-hk/ 

29URL : https://www.mannings.com.hk 

30URL : https://www.matsukiyo.hk 

31URL : https://eshop.culturehomes.com.hk 

32URL : https://mch.hk 

33URL : https://www.justmed.com.hk 

34URL : https://www.theprojectfuturus.com/?lang=zh 

https://www.watsons.com.hk/zh-hk/all-brands/b/106922/fresenius%20kabi
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＜写真：文化村のセントラル店の様子＞ （筆者撮影） 
 

真善美医護（Just Med Ltd）では、主にアサヒフードアンドヘルスケア社やエバース

マイル社のレトルト入りのケアフードが販売されている。種類も豊富である。 

また、プロジェクトフューチャーズでは日本産レトルト入りのケアフードや凝固剤

を販売するだけではなく、家庭で嚥下食を楽しめるように料理教室を行っている。 

   

  
<写真：プロジェクトフューチャーズの店舗の様子＞ （筆者撮影） 

EC サイトで市販されている商品に関しては、巻末参照１「香港で市販されている日

本産嚥下食品」をご参照いただきたい。 

 
◆ ケアフードの現状と問題点 ◆  

社会服務協会35が 2019 年に実施した「高齢者・障害者に対する介護食の利用状況と

需要に関する調査」によると、調査対象施設利用者の半数以上が、レベルの差はある

ものの、咀嚼や飲み込みが困難であることに加えて、介護食の味や見た目の不味さが

影響して、利用者の 6 割以上が食事を拒否し、栄養吸収に影響を及ぼしていた。ま

た、施設介護者の 6 割以上が「ケアフード」の質の向上を望んでいるものの、人材や

技術が不足しているため実現できていない、とレポートされている。 

実際のところ「病院や老人ホーム等施設での食事は美味しくなく、食事をすること

が日々の楽しみでもない。」と筆者がインタビューした利用者やその家族は口々に語

 
35URL : https://www.hkcss.org.hk/?lang=en 
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る。その一方で食事がままならず点滴で栄養補給している患者であっても「美味しい

ものが食べたい」と語る。 

香港における政府機関 The elderly community centre のシニアオフィサーによると、

「嚥下食が必要なシニア層の間では増粘剤を使用することが一般的であり、言語療法

士は、シニア層の窒息を防ぐために、老人ホームで滞在する場合でも自宅に滞在する

場合でも国際嚥下食標準化構想(IDDSI)の認証を受けた増粘剤を使用する食品の提案を

行っている。これはシニア層と共に暮らす身の回りの人々にとって一種の義務でもあ

る。」と述べている。 

レトルトパックを温めるだけですぐに食べられる小売用のケアフードに関しては、

「使用する側の調理負担の軽減になり、従来の食品にはなかったはっきりとした味や

旨みが好まれているというコメントがあるものの、消費者の経済状況によって回答は

異なり、価格が高すぎる場合は、自宅やセンター等でミキサーを使用して調理するこ

とになると思われる。」と語っている。 

香港の公立病院であるクイーンメリー病院36の看護師によると「入院患者は世代別に

分かれているのではなく、部門別に分かれている。入院患者の中で嚥下食が必要な人

に対しては、国際嚥下食標準化構想(IDDSI)の認証を受けた増粘剤を使用したメニュー

を提供している。ただし、「ネオハイトロミール」や「スベラカーゼ」のような食べ方

に合わせて活用できる日本産製品を使用しているのではなく、手に取りやすい価格帯

の増粘剤を使用している。また、日本産ケアフードが病院の売店で販売されることは

現状ほとんどなく、手に取りやすい価格帯で流通しているネスレ（Nestle）の Thicken 

up 等が市販されている。」とのことである。 

円安傾向であるとはいえ物流コストや小売店の賃料の問題が影響し、他の日本産食

品同様日本産ケアフードは価格面では向かい風に直面している。ケアフードの分野に

おいて日本産食品の品質が高いことは香港市場ではすでに認められているものの、価

格が高いために広く汎用されにくいと認識されているのが現状である。 

また、年間に何度か訪日し、日本の食文化に慣れ親しむ「日本通」と呼ばれる香港

人がシニア層になる将来は別として、現在のシニア層の中には、日本では人気の「す

き焼き」や「デミグラスソースのハンバーグ」よりもこれまで香港で食べてきたメニ

ューに近い製品を選択する人々がいる点も、日本産ケアフード製品が大きく躍進でき

ていない要因の一つであろう。 
 

 
36URL : https://www8.ha.org.hk/qmh/ 
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◆ ケアフードのケータリングサービス ◆  

香港の家庭で嚥下食が必要な場合、従来は時間をかけて野菜や肉類を調理すること

で食材を柔らかくしたり、食べやすいように細かく刻んだり、ミキサーにかけて滑ら

かにしたり、お粥にして温かく滑らかな料理にしてきた。料理の美味しさが求められ

る香港では、野菜の茹で時間を長くすれば柔らかくはなるものの旨みがなく栄養分が

流出してしまうため、より美味しい食べ方が求められている。 

香港には 35 万人以上の「ドメスティックヘルパー」と呼ばれるフィリピン人やイン

ドネシア人のアマさんが各家庭で働いている（出所：Data.gov.hk）。彼らは介護が必要

な方向けの介護のプロフェッショナルではないものの、介護のために雇用される場合

がある。アマさんや介護をする人々を対象に、増粘剤やでんぷん分解酵素を使用した

料理教室も香港では活発に行われている。 

そして、昨今では巻末照４「嚥下食を扱うケータリング会社」に記載した嚥下食の

ケータリングサービスを活用する動きも出始めてきている。家庭での介護が必要なシ

ニア層向けの場合のニーズもあれば、老人ホームや病院に行く場合に家族や知人が届

ける場合のニーズもあると聞いている。 

 

◆ 今後に向けて ◆  

毎日同じような嚥下食を食べることに不満を持つ人々のために、市販の日本産ケア

フードが香港では注目されるようになってきた。そのためキューピー社やアサヒフー

ドアンドヘルスケア社、エバースマイル社等のケアフードが豊富に流通している。香

港でも「タイムパフォーマンス」がささやかれ、「簡単・便利」な食材が求められてい

るのもその背景にある。この動きは、「日本通」と言われる層がシニア層になる頃、さ

らなる拡大が見込まれるであろう。 

ただし、日本産原料を用いたケアフードは、質が良いと市場で認められていても毎

日の食事として活用するには価格が高いのがネックである。また、食事を作る過程や

食べるという行為を大事にする香港では、世代が変わったとしてもお湯をかけるだ

け、あるいはレトルト食品を温めて開けて食べる食事を毎日は行わないはずである。 

現状の価格面を考慮すると、一般的にはミドルアッパー層からアッパー層で日本産

食品を好む層を軸にしたアプローチが必要と考えられる。 

しかしながら、筆者は以下の 3 つの提案を行いたい。 

一つ目は簡単便利な食事として香港をはじめとした華僑やアジアの人々に受け入れ

られるメニューを商品開発し、検証することである。この場合、飲茶や中華料理とい

った方向性も良いのだが、海外で厚く支持されている日本食の代表選手である「トン
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カツ」や「寿司」、「鰻の蒲焼き」、「焼きホタテ」、「すき焼き」、「各種おにぎり」そし

て「ラーメン」の提案は興味深いと思われる。 

二つ目は、香港で支持されているベーカリー及びスイーツへのアプローチである。

日本発のベーカリーやスイーツは、香港では、現在のシニア層からも将来のシニア層

からも支持されている。スイーツに関しては、すでにケータリング会社の数社がケア

フードの月餅を製造しているため、たとえばチーズケーキやロールケーキ等、香港で

人気のあるアイテムは価格を考慮した商品開発と冷凍施設をクリアすれば実現可能に

なるのではないかと思われる。ベーカリーに関してはベーカリー企業と連動し、さり

げなく柔らかくてシニア層にも食べやすい商品開発が必須であると思料する。 

三つ目は、大快活が行なっているように日本産でんぷん分解酵素を活用し、現地に

合ったメニューで嚥下食の商品開発を行うことである。広東料理の叉焼や海南チキン

といった人気ある肉料理もさることながら、冬瓜スープや鮑の煮物のように、食べる

のがワクワクするような料理も日本産でんぷん分解酵素を活用した嚥下食になれば、

今後多くの人々にとって食事が楽しみになるのでは、と思料する。 

少し大袈裟な表現にはなるが、生きていくためには欲望が必要である。その中でも

香港に住む人々は良い意味で「食欲」が強いと映る。今回訪問した介護施設や病院で

も食欲が強く、前向きに生きたいと思う気持ちの強い患者に何度か会い励まされてき

た。これまでより美味しいもの、より素晴らしいものを求めている傾向は今もなお存

在する。今食べているものよりもこれから先食べるものがより美味しいものになるよ

うに、日本産ケアフードがさらに進化し、その先駆者となり香港で活用されることを

切に願っている。 
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参照１ 

◆香港で市販されている日本産嚥下食品◆ 
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2022 年 6 月現在 

出所：The Hong Kong Council of Social Service 
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参照 2  

 ◆香港外食産業の現状◆  

 香港には約 17,850 店舗の飲食店がある。2024 年 6 月現在の月別売上高では中華料

理店が全体の約 34％を保ち店舗数では約 12％を占めているものの北上消費等の影響を

大きく受けている。また、この店舗数はテイクアウト専門店とほぼ同じである。 

昨今の香港では、北上消費の影響で金、土、日曜日の売上が落ち、家賃の問題で店舗

が閉店する現象が続いている。北上消費等の影響を受け閉店を余儀なくされてしまっ

た店舗があるが、日本料理店は店舗数では現状を維持している。（出所：香港統計局） 
 
表１：香港における飲食店の業種別店舗数 

 
図 1 香港における飲食店の業種別シェア 

（出所）香港統計局資料を基にジェトロ香港作成（2024 年 5 月現在） 
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表２ 香港の飲食業月別売上高推移 
 

 
（出所）香港統計局資料を基にジェトロ香港作成（2024 年 9 月 26 日現在） 
 
参照 3   

◆ケアフードを扱う小売店及びインターネット販売◆  

香港のケアフードは以下のドラッグストアや介護商品専門店や病院の買店、EC サイト

で流通している。主な販売店としては以下が挙げられる。 
 
 
Watson’s 
所在地：香港 香港九龍紅磡德豐街 22 號海濱廣場二座 15 樓 
Tel: 852- 2606 8833 
E-mail: grouppr@aswatson.com 
URL: https://www.watsons.com.hk/zh-hk/ 
  
 
文化村 
Tel: 852-2780-3882 
E-mail: eshop@culturehomes.com.hk 
URL: https://eshop.culturehomes.com.hk 
https://culturehomes.com.hk 
 
香港樂齡網的故事 
Tel: 852-2102-7180 
Whatsapp: 852-9138 0981 
E-mail: ：info@easy66.com.hk  
URL: https://www.easy66.com.hk 
 
 

https://www.watsons.com.hk/zh-hk/
https://eshop.culturehomes.com.hk/
https://www.easy66.com.hk/pages/story
https://wa.me/message/5QFH3UMSWQCDH1
http://info@easy66.com.hk
https://www.easy66.com.hk/
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The Project Futures  
所在地：香港荃灣德士古道 72-76 號興業中心地下  
Tel: 852-2555-1099 
E-mail: info@theprojectfuturus.com 
e-shop: https://theprojectfuturus.boutir.com 
URL: https://www.theprojectfuturus.com/?lang=zh 
 
幸福元氣 My Care Healthcare 

店舗所在地：深水埗青山道 70 號建文大廈地下 3 號舖 
Tel: 852-2788-0700 
Whatsapp: 852 5277 7753 
e-shop: https://mch.hk/product-category/product/nursing-food/ 
 
City!Super 
所在地：8/F.,Wharf T & T Centre, Harbour City,7 Canton Road, Tsim Sha Tsui, Kowloon, 
Hong Kong 
Tel: 852-2736-3866 
URL: http://www.citysuper.com.hk/ 
 
 
参照 4   

◆嚥下食を扱うケータリング会社◆  

幸福元氣 My Care Healthcare 

所在地：香港新界葵涌昌榮路 9-11 號同珍工業大厦 A 座 3 樓 E2 室 
Tel: 852-3905-4555 
E-mail: info@mch.hk 
URL: https://mch.hk 
 
保良局一點回味廚房 

所在地：香港天水圍天晴邨天晴社區綜合服務大樓 507 室   
Tel: 852-3702-0345 
E-mail:  delishone@poleungkuk.org.hk  
URL: https://www.poleungkuk.org.hk/service/social/other-services/social-entreprise-and-
vocational-rehabilitation-services-centre/delish-one 
https://www.facebook.com/MCOR.3EProject/posts/一點回味廚房 delish-one-kitchen 開

業啦保良局一點回味一向為天水圍居民提供美食最近 6 月尾亦於柴灣成立了一點回味廚

房為有吞嚥困難人士提供安全進食的回/1116009462315801/ 
 
聖雅各福群會（St. James Settlement ） 

所在地：香港灣仔石水渠街 85 號 7 樓南翼  
Tel: 852-2835-4368 
URL: https://www.sjscafe.com/pages/尋找盛饌 
 

mailto:info@theprojectfuturus.com
https://theprojectfuturus.boutir.com/
https://www.theprojectfuturus.com/?lang=zh
https://mch.hk/product-category/product/nursing-food/
http://www.citysuper.com.hk/
mailto:info@mch.hk
https://mch.hk/
mailto:delishone@poleungkuk.org.hk
https://www.poleungkuk.org.hk/service/social/other-services/social-entreprise-and-vocational-rehabilitation-services-centre/delish-one
https://www.poleungkuk.org.hk/service/social/other-services/social-entreprise-and-vocational-rehabilitation-services-centre/delish-one
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Hong Kong Care Food 
Tel: 852-3689-1044 
E-mail: info@hkcfa.info 
URL: https://www.hkcfa.info 
 
The Project Futures 
所在地：香港荃灣德士古道 72-76 號興業中心地下  
Tel: 852-2555-1099 
E-mail: info@theprojectfuturus.com 
URL: https://www.theprojectfuturus.com/?lang=zh 
 
 
【免責条項】本レポートで提供している情報は、ご利用される方のご判断・責任にお

いてご使用下さい。ジェトロでは、できる限り正確な情報の提供を心掛けております

が、本レポートで提供した内容に関連して、ご利用される方が不利益等を被る事態が

生じたとしても、ジェトロおよび執筆者は一切の責任を負いかねますので、ご了承下

さい。 
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香港事務所 
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